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第
三
節

新
た
な
産
業
の
創
出
等
に
寄
与
す
る
施
策
等

第
八
十
七
条
中
「
認
定
重
点
推
進
計
画
」
を
「
認
定
福
島
復
興
再
生
計
画
」
に
改
め
る
。

第
八
十
八
条
中
「
第
八
十
一
条
第
二
項
第
四
号
ロ
」
を
「
第
七
条
第
六
項
後
段
」
に
改
め
、「
事
業
者
」
の
下
に

「
、
金
融
機
関
」
を
加
え
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
自
動
車
の
自
動
運
転
等
の
有
効
性
の
実
証
を
行
う
事
業
に
対
す
る
援
助
）

第
八
十
八
条
の
二

国
、
福
島
県
及
び
市
町
村
（
福
島
国
際
研
究
産
業
都
市
区
域
を
そ
の
区
域
に
含
む
市
町
村
に
限

る
。）は
、
福
島
国
際
研
究
産
業
都
市
区
域
内
に
お
い
て
、
自
動
車
の
自
動
運
転
、
無
人
航
空
機
（
航
空
法
（
昭
和

二
十
七
年
法
律
第
二
百
三
十
一
号
）
第
二
条
第
二
十
二
項
に
規
定
す
る
無
人
航
空
機
を
い
う
。）の
遠
隔
操
作
又
は

自
動
操
縦
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
高
度
な
産
業
技
術
で
あ
っ
て
技
術
革
新
の
進
展
に
即
応
し
た
も
の
の
有
効
性

の
実
証
を
行
う
事
業
活
動
を
集
中
的
に
推
進
す
る
た
め
、
福
島
国
際
研
究
産
業
都
市
区
域
内
に
お
い
て
当
該
事
業

活
動
を
行
う
者
に
対
す
る
道
路
運
送
車
両
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）、
道
路
交
通
法
（
昭
和
三

十
五
年
法
律
第
百
五
号
）、
航
空
法
、
電
波
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
そ
の
他
の
法
令
の
規
定

に
基
づ
く
手
続
に
関
す
る
情
報
の
提
供
、
相
談
、
助
言
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
も
の
と
す
る
。

第
八
十
九
条
中
「
第
八
十
三
条
」
を
「
第
八
十
一
条
か
ら
第
八
十
三
条
ま
で
及
び
第
八
十
六
条
」
に
改
め
、「（
昭

和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
二
十
九
号
）」を
削
り
、
第
六
章
中
同
条
の
次
に
次
の
節
名
及
び
十
二
条
を
加
え
る
。

第
四
節

公
益
財
団
法
人
福
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス
ト
構
想
推
進
機
構
へ
の
国
の
職
員
の
派
遣
等

（
公
益
財
団
法
人
福
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス
ト
構
想
推
進
機
構
に
よ
る
派
遣
の
要
請
）

第
八
十
九
条
の
二

福
島
国
際
研
究
産
業
都
市
区
域
に
お
け
る
新
た
な
産
業
の
創
出
及
び
産
業
の
国
際
競
争
力
の
強

化
に
寄
与
す
る
取
組
を
重
点
的
に
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
公
益
財
団
法
人
福
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー

ス
ト
構
想
推
進
機
構
（
平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
五
日
に
一
般
財
団
法
人
福
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス
ト
構

想
推
進
機
構
と
い
う
名
称
で
設
立
さ
れ
た
法
人
を
い
う
。
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
機
構
」
と
い
う
。）は
、
当
該

取
組
の
推
進
に
関
す
る
業
務
の
う
ち
、
産
業
集
積
の
形
成
及
び
活
性
化
に
資
す
る
事
業
の
創
出
の
促
進
、
国
、
地

方
公
共
団
体
、
研
究
機
関
、
事
業
者
、
金
融
機
関
そ
の
他
の
関
係
者
相
互
間
の
連
絡
調
整
及
び
連
携
の
促
進
、
産

業
集
積
の
形
成
及
び
活
性
化
を
図
る
た
め
の
方
策
の
企
画
及
び
立
案
そ
の
他
国
の
事
務
又
は
事
業
と
の
密
接
な
連

携
の
下
で
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
特
定
業
務
」
と
い
う
。）を
円
滑
か
つ
効
果
的

に
行
う
た
め
、
国
の
職
員
を
機
構
の
職
員
と
し
て
必
要
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
必
要
と
す
る
事
由
を
明
ら
か
に
し

て
、
任
命
権
者
に
対
し
、
そ
の
派
遣
を
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
要
請
の
手
続
は
、
人
事
院
規
則
で
定
め
る
。

（
国
の
職
員
の
派
遣
）

第
八
十
九
条
の
三

任
命
権
者
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
要
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
原
子
力
災
害
か

ら
の
福
島
の
復
興
及
び
再
生
の
推
進
そ
の
他
の
国
の
責
務
を
踏
ま
え
、
そ
の
要
請
に
係
る
派
遣
の
必
要
性
、
派
遣

に
伴
う
事
務
の
支
障
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
、
国
の
事
務
又
は
事
業
と
の
密
接
な
連
携
を
確
保
す
る
た
め
に

相
当
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
れ
に
応
じ
、
国
の
職
員
の
同
意
を
得
て
、
機
構
と
の
間
の
取
決
め
に
基
づ
き
、
期
間

を
定
め
て
、
専
ら
機
構
に
お
け
る
特
定
業
務
を
行
う
も
の
と
し
て
当
該
国
の
職
員
を
機
構
に
派
遣
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

２

任
命
権
者
は
、
前
項
の
同
意
を
得
る
に
当
た
っ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
国
の
職
員
に
同
項
の
取
決
め
の
内

容
及
び
当
該
派
遣
の
期
間
中
に
お
け
る
給
与
の
支
給
に
関
す
る
事
項
を
明
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
の
取
決
め
に
お
い
て
は
、
機
構
に
お
け
る
勤
務
時
間
、
特
定
業
務
に
係
る
報
酬
等
（
報
酬
、
賃
金
、
給

料
、
俸
給
、
手
当
、
賞
与
そ
の
他
い
か
な
る
名
称
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
特
定
業
務
の
対
償
と
し
て
受
け
る
全
て

の
も
の
を
い
う
。
第
八
十
九
条
の
五
第
一
項
及
び
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。）そ
の
他
の
勤
務
条
件
及
び
特
定
業
務

の
内
容
、
派
遣
の
期
間
、
職
務
へ
の
復
帰
に
関
す
る
事
項
そ
の
他
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
派
遣
の
実
施
に
当
た
っ

て
合
意
し
て
お
く
べ
き
も
の
と
し
て
人
事
院
規
則
で
定
め
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

４

任
命
権
者
は
、
第
一
項
の
取
決
め
の
内
容
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
国
の
職
員
の
同
意
を
得
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
二
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

５

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
派
遣
の
期
間
は
、
三
年
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
機
構
か
ら
そ
の
期
間

の
延
長
を
希
望
す
る
旨
の
申
出
が
あ
り
、
か
つ
、
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
任
命
権
者
は
、
当
該
国

の
職
員
の
同
意
を
得
て
、
当
該
派
遣
の
日
か
ら
引
き
続
き
五
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
、
こ
れ
を
延
長
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

６

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
機
構
に
お
い
て
特
定
業
務
を
行
う
国
の
職
員
は
、
そ
の
派
遣
の
期
間
中
、
そ
の
同
意
に

係
る
同
項
の
取
決
め
に
定
め
ら
れ
た
内
容
に
従
っ
て
、
機
構
に
お
い
て
特
定
業
務
を
行
う
も
の
と
す
る
。

７

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
派
遣
さ
れ
た
国
の
職
員
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
派
遣
職
員
」
と
い
う
。）は
、
そ
の

派
遣
の
期
間
中
、
国
の
職
員
と
し
て
の
身
分
を
保
有
す
る
が
、
職
務
に
従
事
し
な
い
。

８

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
国
の
職
員
の
特
定
業
務
へ
の
従
事
に
つ
い
て
は
、国
家
公
務
員
法
第
百
四
条
の
規
定
は
、

適
用
し
な
い
。

（
職
務
へ
の
復
帰
）

第
八
十
九
条
の
四

派
遣
職
員
は
、
そ
の
派
遣
の
期
間
が
満
了
し
た
と
き
は
、
職
務
に
復
帰
す
る
も
の
と
す
る
。

２

任
命
権
者
は
、
派
遣
職
員
が
機
構
に
お
け
る
職
員
の
地
位
を
失
っ
た
場
合
そ
の
他
の
人
事
院
規
則
で
定
め
る
場

合
で
あ
っ
て
、
そ
の
派
遣
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
又
は
適
当
で
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
速
や
か
に
、

当
該
派
遣
職
員
を
職
務
に
復
帰
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
派
遣
期
間
中
の
給
与
等
）

第
八
十
九
条
の
五

任
命
権
者
は
、
機
構
と
の
間
で
第
八
十
九
条
の
三
第
一
項
の
取
決
め
を
す
る
に
当
た
っ
て
は
、

同
項
の
規
定
に
よ
り
派
遣
さ
れ
る
国
の
職
員
が
機
構
か
ら
受
け
る
特
定
業
務
に
係
る
報
酬
等
に
つ
い
て
、
当
該
国

の
職
員
が
そ
の
派
遣
前
に
従
事
し
て
い
た
職
務
及
び
機
構
に
お
い
て
行
う
特
定
業
務
の
内
容
に
応
じ
た
相
当
の
額

が
確
保
さ
れ
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

派
遣
職
員
に
は
、
そ
の
派
遣
の
期
間
中
、
給
与
を
支
給
し
な
い
。
た
だ
し
、
機
構
に
お
い
て
特
定
業
務
が
円
滑

か
つ
効
果
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
当
該
派
遣
職
員
に

は
、
そ
の
派
遣
の
期
間
中
、
機
構
か
ら
受
け
る
特
定
業
務
に
係
る
報
酬
等
の
額
に
照
ら
し
て
必
要
と
認
め
ら
れ
る

範
囲
内
で
、
俸
給
、
扶
養
手
当
、
地
域
手
当
、
広
域
異
動
手
当
、
研
究
員
調
整
手
当
、
住
居
手
当
及
び
期
末
手
当

の
そ
れ
ぞ
れ
百
分
の
百
以
内
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

前
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
給
与
の
支
給
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
人
事
院
規
則
で
定
め
る
。

（
国
共
済
法
の
特
例
）

第
八
十
九
条
の
六

国
共
済
法
第
三
十
九
条
第
二
項
の
規
定
及
び
国
共
済
法
の
短
期
給
付
に
関
す
る
規
定
は
、
派
遣

職
員
に
は
、
適
用
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
国
共
済
法
の
短
期
給
付
に
関
す
る
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職

員
が
派
遣
職
員
と
な
っ
た
と
き
は
、
国
共
済
法
の
短
期
給
付
に
関
す
る
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
そ
の
な
っ
た

日
の
前
日
に
退
職
を
し
た
も
の
と
み
な
し
、
派
遣
職
員
が
国
共
済
法
の
短
期
給
付
に
関
す
る
規
定
の
適
用
を
受
け

る
職
員
と
な
っ
た
と
き
は
、
国
共
済
法
の
短
期
給
付
に
関
す
る
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
そ
の
な
っ
た
日
に
職

員
と
な
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

２

派
遣
職
員
に
関
す
る
国
共
済
法
の
退
職
等
年
金
給
付
に
関
す
る
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
機
構
に
お
け
る
特

定
業
務
を
公
務
と
み
な
す
。

３

派
遣
職
員
は
、
国
共
済
法
第
九
十
八
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
福
祉
事
業
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

４

派
遣
職
員
に
関
す
る
国
共
済
法
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
国
共
済
法
第
二
条
第
一
項
第
五
号
及
び
第
六
号

中
「
と
し
、
そ
の
他
の
職
員
」
と
あ
る
の
は
「
並
び
に
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
次
条
第
一
項
に
規
定
す

る
組
合
の
運
営
規
則
で
定
め
る
も
の
と
し
、
そ
の
他
の
職
員
」
と
、
国
共
済
法
第
九
十
九
条
第
二
項
中
「
次
の
各

号
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
号
」
と
、「
当
該
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
同
号
」
と
、「
及
び
国
の
負
担
金
」
と
あ
る
の
は

「
、
福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第
八
十
九
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る

機
構
（
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。）の
負
担
金
及
び
国
の
負
担
金
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
国
の
負
担
金
」
と
あ
る

の
は
「
機
構
の
負
担
金
及
び
国
の
負
担
金
」
と
、
国
共
済
法
第
百
二
条
第
一
項
中
「
各
省
各
庁
の
長
（
環
境
大
臣

を
含
む
。）、
行
政
執
行
法
人
又
は
職
員
団
体
」
と
あ
り
、
及
び
「
国
、
行
政
執
行
法
人
又
は
職
員
団
体
」
と
あ
る

の
は
「
機
構
及
び
国
」
と
、「
第
九
十
九
条
第
二
項
（
同
条
第
六
項
か
ら
第
八
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て

適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
第
五
項
（
同
条
第
七
項
及
び
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合

を
含
む
。）」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十
九
条
第
二
項
及
び
第
五
項
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
第
九
十
九
条
第
二
項
第

三
号
及
び
第
四
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十
九
条
第
二
項
第
三
号
」
と
、「
並
び
に
同
条
第
五
項
（
同
条
第
七
項
及

び
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）」
と
あ
る
の
は

「
及
び
同
条
第
五
項
」
と
、「（
同
条
第
五
項
」
と
あ
る
の
は「（
同
項
」
と
、「
国
、
行
政
執
行
法
人
又
は
職
員
団
体
」

と
あ
る
の
は
「
機
構
及
び
国
」
と
す
る
。

５

前
項
の
場
合
に
お
い
て
機
構
及
び
国
が
同
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
国
共
済
法
第
九
十
九
条
第
二
項

及
び
厚
生
年
金
保
険
法
第
八
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
負
担
す
べ
き
金
額
そ
の
他
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で

定
め
る
。


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